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前期生徒会総会
  
５月２日（木）に、全校生が一堂に会して前期生徒会総会が行われました。今年度は、

生徒会執行部が提案した議案書を基に、事前に学級ごと話し合い、総会当日はシナリオ等

を準備せず、互いに思ったこと感じたことを自らの言葉で議論を交わし合う形式で行われ
ました。学級ごとにかたまったり車座になったりして話し合いながら、３年生はもちろん
のこと、２年生１年生も堂々と意見を述べ合う姿に、とても感激しました。 
今年度の生徒会スローガン「進（しん）」、活動の重点を「新たな挑戦」として、宮中生

全員が一丸となってこの学校を創り上げていくことを確認し合いました。 
今回の総会は、そのスローガンのとおり、これまで積み重ねてきた「当たり前のレベル」

をさらに引き上げるため、日常の小さな挑戦をさらに大事にしていこうという思いが目に
見える形になった総会でもありました。激動の時代の真っ只中に生きる宮中生。まさに「進」
のスローガンのもと、一人一人が主体的にあり方生き方を追究し、新たな伝統や文化を築
き上げてほしいと願っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

～生徒一人一人が主役を果たす、「生徒が育つ学校」の創造～   

令和６年度 生徒会スローガン 

進（しん） 

活動の重点：新たな挑戦 

 

           本校の WEBページ（ホームページ）を、ぜひ、ご登録ください！ 

         毎日の生徒の活動の様子を紹介しております。左側の QR コードを読み

取っていただきますとページにリンクします。 

また、下記のアドレスからも閲覧することが可能です。どうぞ、ご登録く

ださいますようお願いいたします。 

        宮内中学校公式WEBページ ⇒ miyatyu.sakura.ne.jp 



今年度も、PTA活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

本校学校だより第２号にて、去る４月２４日に行われました PTA総会について触れさせてい
ただきましたが、改めて今年度役員の皆様をご紹介いたします。公私ともに日々お忙しい中では
ありますが、どうぞよろしくお願いいたします。 
また、PTAにおける様々な活動へのご理解とご協力を、引き続きよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

PTA環境委員会主催の早朝環境整備作業もありがとうございました！ 
今年度より組織が改編された PTA 環境委員会の環境整備作業を、５月１１日（土）の早朝に

行っていただきました。ピロティの雪囲い外し、グラウンド西側の防球ネット設置、プランターの花

植え、生徒用自転車小屋の清掃を行っていただきました。早朝より宮中生が落ち着いて学校生活

が送ることができる素敵な環境を改めて整えていただきましたこと、心より感謝を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

令和６年度 ＰＴＡ役員の皆様  ～よろしくお願いいたします～           
 ◎ＰＴＡ会長  ：後藤 真道 様   

 〇ＰＴＡ副会長 ：星  雄大 様     

〇ＰＴＡ副会長 ：川井 智裕 様   

  〇事務局長   ：鈴木 大助 様  〇事務局次長  ：田中 友香 様 

〇幹 事    ：髙野 淳子 様・髙橋 彩子 様・山水 亜希 様・ 

森山 志麻 様・川合 和恵 様・山口 裕太 様 

〇１学年委員長 ：我妻 孝徳 様      

〇２学年委員長 ：梅津 昌人 様 

 〇３学年委員長 ：須貝 達也 様 

〇環境委員長  ：飯塚 博基 様    〇広報委員長   ：安彦 仁美 様      

〇部保護者会長 ：髙橋 百合 様 

〇監  事       ：金子  健 様・薮田  寛 様 

【 

校
長
の
独
り
言
・
・
・ 

】  
 
 
 
 
 
 

 

 

「
V･

S･

O･

P

」
と
言
っ
た
ら
、
何
を
思
い

浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
は
、
宮
中
生
の
皆

さ
ん
に
は
ち
ょ
っ
と
早
い
質
問
に
な
り
ま
す
が
、
多

く
の
大
人
の
方
は
、
お
酒
の
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
思
い
浮

か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

市
内
の
あ
る
校
長
先
生
か
ら
伺
っ
た
「
V･

S･

O･

P

」
の
お
話
で
、
こ
れ
か
ら
大
事
に
し
た
い
、

人
と
し
て
の
生
き
方
の
指
標
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

20

代
は
「
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
（V

ita
lity

）
」
。
と

に
か
く
何
で
も
吸
収
し
よ
う
と
、
が
む
し
ゃ
ら
に
仕

事
に
向
か
う
こ
と
を
大
事
す
る
時
期
。 

 

30

代
は
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
（S

p
e
c
ia

lity

）
」
。

「
そ
も
そ
も
自
分
の
持
つ
『
強
み
』
」
や
『
専
門
性
』

と
は
一
体
何
な
の
か
」
と
い
う
課
題
意
識
が
生
ま
れ
、

自
問
自
答
し
始
め
る
時
期
を
迎
え
る
。 

 

40

代
は
「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
（O

rig
in

a
lity

）
」
。 

「
強
み
」
や
「
専
門
性
」
を
超
え
て
、
「
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
」
や
「
新
た
な
価
値
」
を
追
究
し
始
め
る
時
期
。 

そ
し
て
、
50

歳
以
上
は
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

（P
e
rs

o
n

a
lity

）
」
。
後
輩
た
ち
か
ら
、
「
こ
の
人

の
た
め
な
ら
頑
張
り
た
い
」
と
思
わ
せ
る
人
間
的
な

魅
力
が
重
要
と
な
る
時
期
。 

 

そ
ん
な
生
き
方
を
し
て
き
た
か 

ど
う
か
、

歳
後
半
に
突
入
し
、 

反
省
し
始
め
て
い
ま
す
・
・
・
。 


